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　Habitats 〔，f　licorice（identlfied　as 　G 砂O ，厂〃ziga　glabra 　L ） in　ten　 regions 　of　Turkey 　were 　in　rela −

tively　moist 　soil　regions 　such 　as 　river 　side 　and 　wheat 　Held　lQcated　5　to　l，600　m 　above 　see 　level．

Glabridin，　a　flavonQid　specific 　to　the　root 　and 　stolon 　Qf 　GL　glabra　L，，　was 　detected　in　all　the　col 】ected

samples 　by　Photodiodc−array ．HPLC ．　 HPLC 　analysis 　of　leaves　indicated 　a　signi 且cant 　differencc　in

the　chernical 　compositi 〔冫n　between　the　licorice　plants　growing 　ill　the　west 　and 　those　in　the　other

regi 〔ms 　of　Turkey 、　Glycyrrhizinc〔mtellts 　of　these　roots 　and 　stolons 　were 　found　to　var ｝
・fr⊂）m 　l、1　to

8．0％　of 　dry　wt ．，　depending　Qn 　individual　plallts．
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　甘 草 は 漢 方 処 方 中最 も便 用 頻 度の 高 い 生 薬 で，グ リチ ル

リチ ン の 抽出原 料 や タバ コ の 矯味料 と して も多量 に 消 費 さ

れ る
3｝．そ の 代 表的 な 原植物 と して は，中国東 北 部 か ら モ

ン ゴ ル に か け て 分 布 す る GIJ，cJ，rrlziza 　blragensis　FISCHER と，

地 111海 沿 岸 か ら小 ア ジ ア，イラン ，ロ シ ア ，中国西 部 に か

け て 分 布 す る G．　glabra　L．が 知 られ て い る．わ が 国 で は，

お もに 漢 方 薬 と して G ．ur αgensis由 来の 東北甘 草を 1］・ 国か

ら輸 入 し，グ リチル リチ ン 抽出原 料 と して G ．ftxalensis ，

G ．　ggabra，（／；．　infata　V に 由 来す る と思 わ れ る 各種 甘 草 を

巾国，ロ シ ア，パ キ ス タ ン ，ア フ ガ ニ ス タ ン ，トル コ 等 か

ら輸 入 して い る．しか しな が ら こ れ ら原 植 物 の 分 布 や 生 態

の 現 状 に 関 して は ト分 に は知 られ て い な い ．ほ と ん ど 野 生

品 の 採集に 頼 っ て き た事 実 を考 え る と き，今後の H茸 資源

の 確保 ・保 全 の 上 か ら こ の 点 を明 らか に す る こ と は 重 要 で

あ る と 思 われ る．

　 】・ル コ は廿 草の
一一

大 輸出国 と して 重 要 で あ るが，筆者 ら

は 1986年 盛 夏 に ア ナ ト リア 東部 の 甘 草 自生 地 を調 査 し，

そ の 分 析 結 果 を報告 した
1）．今 回 は，1990年 の 春 か ら初 夏

に か け て トル コ 国内各 地 を現 地 調 査 し， 10か 所 に お い て

カ ン ゾ ウ を採集す る こ と が 出 来 た．そ こ で こ れ ら の 生態や，

グ リチル リチ ン ，

た の で 報告す る．

フ ラ ボ ノ イ ド類 の 成 分 の 比 較 検 討 を行 っ

実　験　の 　部

　 1．植 物 材 料

　1990 年，トル コ で調 査 した カ ン ゾ ウ の 採 集 月 日，場 所 ，

状 況 等 を以 下 に記す．

　採 集 地 （1）：5 月 15 日，Aydin西 方 20　km ，標 高 50　m ，

平 野，路肩，畑，放 牧 地，開 花 期，紫 色 花，茎 長 （地 一ヒ茎

の 最人長）60〜70cm ．

　採 集 地 〔2）：5 月 18 日，Denizli北 方 10km ，標高 300

m ，盆 地，小 川 沿 い の 路肩，開花期，紫 色 花，茎 長 60〜

70cm ．

　採 集地 （3）：5 月 20 日，Fethiye市内，標 高 5m ， 市街

地 （建 設 資材 置 き場），開花期，紫 色 花，茎 長 60〜70cm ．

　採 集地 （4）：6 月 2 日，Kahramanmar 鵡 西 方 20　km ，

標高 70  m ，川沿 い の 高台，荒 れ 地 ， 開 花 期，紫色花，茎

長 50〜70cm ．

　採集地 （5＞：6 月 12 日，
EskiSehir 北方 40　km ，標高 300

m ，Jrl沿 い の 高 台 ， 麦 畑，開 花 期，淡 紫色花，茎長 50〜

（129）
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70cm ．

　採集地 （6）：6 月 14 日，Ankara 西 方 20　kln，標 高 900

m ，高 原，路 肩，軍 演 習 場，開 花 期 ， 紫 色 花 ， 茎 長 60〜

80cm ．

　採 集 地 （7）：6 月 20 日，Erzurum 東 方 60　km ，標 高

1，600m ，川 沿 い の 平 原，路 肩，畑，開花 前，茎 長 6 〜se

cm ．

　採集 地 （8）：6 月 21 日，
Agr1 南 方 20　km ，標高 1．500　m ，

渓谷，路肩，川 岸，開花 期，紫 色 花，茎 長 50〜60　cm ．

　採 集地 （9）：6 月 23 日，Do喜ubeyazlt 北 方 50　km ，標高

900m ，山麓，路肩，麦畑，開花期，紫色 花，茎 長 70〜90

cm ．

　採 集地 （10＞：6 月 25 日，Kars西方 60　km ，標 高 1，200

m ，平原 ， 路肩 ， 畑 ， 開花期，紫色花，茎長 6e〜70　cm ．

　採集 した 植物標本 は 京都 大 学 薬 学部付属薬用 植物 園 に 保

管 して い る．分 析用 の 植 物 材 料 は 現 地 で 日陰 で 風乾 した も

の を実験 に 用 い た．

　2．標準化合物

　Glycyrrhizinと glabridinは 丸善 製 薬 （株 ） よ り贈 呈 さ

れ た も の を使 用 した ．Pinocembrinと licoflavanoneは

1986年 に トル コ で 採集 した カ ン ゾ ウ 地 上部 か ら 単離
4 ♪ し

た もの を用 い た．

　3．各化 合 物 の HPLC 分析

　三 次 元 HPLC 分析 ：乾 燥 試 料 100　mg を メ タ ノ
ー

ル 10
ml で 2時間加熱還流抽出 し，抽 出 液 は 冷 後濾過 し，メ タ

ノ
ール で 10ml と し試 料 溶 液 と した．そ の 20 μ1を取 り以

一
ドの 条件 で SPD −M6A 　Photodiode　array （島津） を用 い

三 次 元 HPLC 分 析 を行 っ た ．　 Glycyrrhizin，　 glabridin，

pinocembrin ，　 licoflavanoneの 同 定 は 標 晶 と 溶 出時間 お

よび UV ス ペ ク トル を比較 して 行 っ た．

　カ ラム ：Capsellpak　C18　AG120 （5μm ，4．6× 250　mm ，

Shtseido），移 動 相 ：ア セ トニ ト IJル ：1％ 酢 酸 水溶液 （直

線濃度 勾配）＝＝20 ：80 （O　min ）
−80 ：20 （60　min ），流速 ：

0、9ml／min ，カ ラム 温度 ：40℃．

　Glabridinの 定 量 ：上 記 の 試 料 溶 液 20 μ1 を以 下 の 条 件

で HPLC 分 析 を行 い ，ピ
ー

クの 高 さ か ら絶対検量線法 に

よ D含量 を測 定 した．

　カ ラム ：Unisil　C18 （5μ m ，4
』
．6 × 150　mm ，　 GL サ イ エ

ン ス ），移動 相 ： ア セ トニ トリル ：1％酢酸水溶液 ＝1 ：1，

流速 ：1　ml ／min ，カ ラ ム 温 度 ：60℃，測定 ：UV 　280　nm ．

　Pinocembrinと licoflavanoneの 定 量 ：三 次 元 HPLC 分

析 に お け る ピ
ー

ク の 高 さ （測 定 波 長 254nm ）か ら絶対検

量 線法に より含量 を測定 した．

　Glycyrrhizinの 定量 ：前報
1〕

と同様の 方法 に よ り行 っ た．

調査結果 と考察

　1． カ ン ゾウ の 分 布 と生 態

　 1990 年 の 5 月か ら 6 月 に か け て トル コ 国内各 地 を調 査

し ， 合 計 10 か 所 に お い て カ ン ゾ ウ を採集 した．Fig，1 は

今 回の 調査経 路 と採 集地 を示 す．採 集地 の 標高 は 5m か

ら 1，600m に 及 び，い ず れ の 採 集 地 も畑 の 近 くや JII沿 い

の よ うな，乾燥 地 の な か で もや や 土 地 に 湿 り気の あ る地 域

で あ っ た （実験 の 部参 照 ）．こ れ ら の うち西部地 区の 採集

地 （／），（2），東部 地 区の 採 集地 （7），（8），（9） で は カ ン

ゾ ウの 群 落 が 比 較 的広 い 範囲 に わ た り観 察 され たが ，それ

以外 の 地 域 で は，ほ ぼ 採集地付近 に 限 定 して い た．また今

回 の 調査 で は，ユ986 年の 調査 で トル コ 東 部 の MUS 東 方 55

km の 草 原 で 見 られ た よ うな広大 な群 落 （採集地 （A ））は

見られ なか っ た．こ の こ とか らもトル コ 国内に お い て大規

模な カ ン ゾ ウ 自生地 の 分 布 は 限 られ て き て い る と推 定 さ れ

Fig．工．　 Collection　Sites　of 　Turkish　Licorice

　 　 　 　 　
・，　1986；

一 ，　1990．
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TAaLE　 I、Content　of　Glabridin　in　Underground　Parts
of 　Turkish　Licorice，　 Collected　in　1990

賜

霧
伯

Collection　site 　　Content （％ of　dry　wt ，）of 　glabridin

1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

1

0．260
．150
．260
．280
，420
．300
，290
．300
．700
．32

TABLE　 ILContents 　 of 　Pinocernbrin　and 　Licoflavanone　in
Leaves　 of 　Turkish　Licorice，　Collected　in　 1990

Fig ．2．　 Comparison　 of　the　Leaf　of 　 G．　glttbra　Plants　from
　 　 　 Various　Regions　of　Turkey

Collection　 site
Content　（％ of 　dry　wt ．）

Pinocembrin（1）　 Licoflavanone（3）

る．

　 上 述 の 各採 集地 の カ ン ゾ ウ は植物 の 形態 か ら G．glabra

L．と 同 定 した．また 採集時に は，採集 地 （7）が 開 花 前 で

あ る こ と を除 き 多 くの 採集 地 で は 開花期 に あ た り，変種 の

同 定 に 必要 な 果実 が ない た め 腺毛 の 有無が 不 明 で ， 変種 を

特定 で きなか っ た ．なお 採集 地   に お い て は 前年 に 結

実 し た と思 わ れ る果実 に 腺毛 が み ら れ，var ，　glandulifera

と 同定 さ れ た．花 は 採集地 （5） の もの は 淡 紫色 で あ っ た

が，そ れ 以外の もの は紫色で あっ た．葉 の 形 態に つ い て は，

小 葉 の 数 ，形，大 き さ に か な りの 地 域 的 変異 が観察 さ れた

（Fig．2）．

　 2． フ ラ ボ ノ イ ド成 分 の 地 域 間 差異

　 カ ン ゾ ウ地 下 部 の 成分 と して は，glycyrrhizin等 の サ ポ

ニ ン 以外に ，こ れ ま で に 各種 カ ン ゾ ウ 属植物 か ら 多様 な フ

ラ ボ ノ イ ド成 分 が 得 られ て お り
5 ｝，種 々 の 薬理 活 性 が 報 告

され て い る．こ れ らの なか に は種特異的 に 存在 す る フ ラ ボ

ノ イ ドが 知 られ て お り，G．　glabra　L．か らは 抗 菌 活 性 を持

つ glabridin等の フ ラ ボ ノ イ ド成分 が 羊離 ・報告 さ れ て い

る
6・η．トル コ 各 地 で 採集 し た カ ン ゾ ウの 根 お よ び ス トロ

ン を三 次 元 HPLC に よ り分 析 した 結 果，すべ て の カ ン ゾ

ウ 地 下部 に お い て 乾 燥 重 量 の O．15％ か ら 0．7％ の glabr−

idinが 検 出，同 定 さ れ た （TABLE 　I）．こ の 結 果 は 今 回検

討 に 用 い た カ ン ゾ ウ が すべ て G．glabra　L．で あ る こ と を支

持す る．しか し な が ら，三 次 Jb　HPLC に よ る glabridin

を含 む 地 下部成分 の パ ターン を 比 較検 討 した 結果，各試料

間に お い て 含 量 の 変 異 は み られ た が，地域間で 顕著 な 成分

パ ターン の 相 違 は 見 出 され なか っ た ．

　
一

方 ， 福井 ら は ， 1986年 に トル コ 東部 の Mug 東 方 55

km の 草原 で 採集 した カ ン ゾ ウ （G．　glabra 　 L．）の 地 上 部

よ り 2 種 の 抗菌活性 を持つ フ ラ ボ ノ イ ドと して，新規成分

licoflavanoneと 既 知 の pinocembrin を 単 離 し て い る
4 〕．

1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

1

O．330
，26D
，490
．321
．551
，500
．290
．610
．190
．18

0．560
．610
．790
．190
．230
．170
．080
．260
，070
．12

そ こ で 各地 の 採 集 した 葉 を三 次 元 HPLC で 分析 した と こ

ろ，両者 はすべ て の 採集地 に お い て 検出 さ れ た．な お カ ン

ゾ ウ 地 下 部の 成 分 で あ る glycyrrhizinと glabridinは こ れ

らの 葉 か ら は 全 く検 出 さ れ な か っ た．TABLE 　IIに 示 す よ

うに licofiavanoneと pinocernbrin の 含 量 に は か な りの 地

域 間 差 異 が 観察 され た．こ の 地 域 間の 違 い は未 同 定の 他 の

成 分 も含 め た HPLC パ タ
ーン で よ り顕 著 に 見 ら れ た．と

くに トル コ 西 部 の 採 集地 （1，2，3） の グ ル ープ （type 　A ）

（131）
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Fig．3．　 HPLC 　Profile　of 　MeOH 　Extract　of 　Licorice　Leaves

　 　 　 in　Collection　Site　 l

　　　 Detection： UV 　275　nm ，1： pinocernbrin ，3 ； 1icoflav・

　 　 　 anone ，2，4，5runidentified．
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1 T 八 BLE 　IV．　 Glycyrrhizin　Content　of 　Turkish　Licorice
　 　 　 　 　 CoUected　in　1990

Collecti〔m 　 site

G量ycyrrhizin　content
　 （％　of　dry　wt ．）
Range Mean

縣鴨

1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

1

5552545445 96401601444643758424一
　

一
一
一
一
一
一
一
一

44019438472231232112 42709401873432545313

一
〇　　 1　　 巳　　 e　　］1　 15 　 is 　 〜1　 24 　 21 　 1P　 〕〕　　　　　　　　　　　 45　 51　 5S　 g

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Rt 〔嘔in ）

Fig．4．　HPLC 　Profile〔｝f　MeOH 　Extract　of 　ljcorice　Leaves
　 　 　 in　Collectio1ユ Site　5

　　　 Detection ： UV 　275　nrn
，
1： pinocembrin，3 ： Iicoflav−

　 　 　 anone ，2，4，5 ： unidenti 且ed ．

TABLE 　HI．　Relative　 Ratio　 of　 Unidentified　Pcak

　　　　　2，4，5in 　Leaves 　of 　Turkish　Licorice，
　 　 　 　 　 Collected　in　1990

Collection　site
Relative　ratio 　of　peak 　heighta
　 　 　ill　HPLC 　pro 丘le

2 4 5
1234567890　

　

　

　

　

　

　

　

1

100908910

　 5

　 5
　 1．
25

　 3
　 3

く 1
く 1
く 141410522711

7206964776233

　

　

　

　

　

1

a100

％＝peak 　2　in　collection 　site　l，　detection：UV 　254　nm ．

と 他 の 中 部，東部 の 採集地 の グ ル
ープ （type　 B）に は 明

らか なパ タ
ー

ン の 相 違 が 見 られ た．Fig．3 に採集 地 （1）の ，
Fig．4 に 採 集地 （5） の ク ロ マ トグ ラ ム を示 す．ク ロ マ ト

グ ラ ム ．．Lの 相違点 と して は ，
　 type　A で は 溶出時間 が 36．1

分 の ピ
ー一

ク 4 が ほ と ん ど検 出 さ れ な い の に 対 し て ，type

B で は 溶出時間が 37．2 分 の ピ
ー

ク 5 と 同程 度 に ピ
ー

ク 4

が 検 出 され，また 溶 出時間 が 30．0分 の ピーク 2 に 関 して

も， 両 グ ル
ープ 間 で 顕著な量的 な差 が 認 め られ た （TABLE

III）．以．．ヒの 相 違 点 は，トル コ 国内の G．　glabra　L ．の 系 統

分 類 を考 え る上 で
・．．・

つ の 指 標 に な る と思 わ れ る．

　3． カ ン ゾウ地 下 部 の glycyrrhizin 含量

　トル コ 各地 で 採 集 し た カ ン ゾ ウ 地 下 部 の glycyrrhizin

含 量 を IIPLC で 定 量 し比 較 し た （TAP，LE　IV）．含量 は ，

南部 の 採集地   と 東部 の 採集地 （9）の 地
一
ド部 は や や 低

い 値 を示 し た が ，そ の 他 の 地 域 で は 比 較 的高 く，採集地

（5），（7） で は 平均 5％ を越 え て い た．な お 西部 ， 中央部，

東部 の 地 域 間 で 顕著な含量差 は 見 られ な か っ た．1990年

の 採 集 品 の 含 量 は，1986 年 の 採 集品 （乾 燥 重 量 の O．6〜

3，5％）
1〕

に 比 べ て 比 較的高 く，目本 に輸 人 さ れ て い る各種

市場 品 に 匹敵す る もの も存在 した．こ の よ うな差 異 に は，

遺伝 的 変 異 の ほ か に ，収穫時期の 違 い
， 採集地 の 環 境 な ど，

様々 な 要 因が 関与して い る と考えられ る．今 回 の 調 査 に よ

り，G．　ggabra　 L．は トル コ 国内の 広 い 地域 に分布す る もの

の ，そ の 大 自生 地 は 限 られ て い る こ と が 明 らか と な っ た．

カ ン ゾ ウ 資源 の 今後 を 考え る と，栽培化 を．考え る と と もに ，

glycyrrhizin 高生産株 の 選 抜 と育種 をすすめ て い く必要が

あ ろ う．
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